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食育ミニ知識

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

毎月19日は食育の日

冬こそご用心⁉食中毒‼
　ノロウイルスが，今年は過去 10年
間で２番目の大流行となっています。

　感染力が強いため，ヒトからヒトに感染し，集団
施設では爆発的に流行するときがあります。

〈ノロウイルスの症状〉
潜伏期間　感染から発症まで 24～ 48時間
おもな症状　�吐き気，嘔吐，下痢，腹痛，微熱が１～２日続く

〈予防のポイント〉
調理する人の健康管理
　○�普段から感染しないように食べものや家族の健
康状態に注意する。

　○�症状があるときは，食品を直接取扱う作業をし
ない。

作業前などの手洗い
　○洗うタイミングは，
　　◎調理をする前　◎次の調理作業に入る前　
　　◎料理の盛付けの前　◎トイレに行ったあと
調理器具の消毒
　方法①　塩素消毒
　�洗剤などで十分に洗浄し，家庭用塩素系漂白剤を
希釈した消毒液で浸しながら拭く。
　※エタノールや逆性石鹸はあまり効果がありません。
　方法②　熱湯消毒
　熱湯（85℃以上）で１分間以上加熱する。

〈ノロウイルスの感染を広げないために〉

　
神
石
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Ｎ
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２
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催
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。

　
全
８
品
目
の
中
か
ら
、
来
場
者
の
投
票
と
町
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理
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究
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田
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さ
ん
な
ど
審
査
委
員
５
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瀬
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こ
の
２
品
は
今
後
１
年
間
、
道
の
駅
で
の
販
売
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ナ
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を
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け
る
こ
と
が
で
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、
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光
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Ｐ
Ｒ
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ヒ
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０
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２
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11
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、
油
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開
催
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れ
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。

　
油
木
高
校
生
の
発
表
で
は
、
第
15
代
高
校
生
平
和
大
使
の
川

﨑
有
希
さ
ん
が
、
英
語
を
交
え
な
が
ら
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
の
活
動
の
報
告
を
行
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、
産
業
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ジ
ネ
ス
科
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ツ
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東
北
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と
発
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遂
げ
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あ
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し
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油
木
高
校
生
の
活
躍
を
多
く
の
町
民
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
道
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
講
演
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
の
経
験
を
話
さ
れ
、「
現

地
で
は
人
間
と
し
て
、
取
材
人
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
悩

ま
さ
れ
た
」と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
流
れ
な
か
っ
た

取
材
現
場
の
赤
裸
々
な
様
子
と
取
材
人
と
し
て
の
苦
悩
を
語
ら

れ
、
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
10
日
、
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
調
査
研

究
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
地
域
へ
ど
の
よ
う
に
役
立
て
て

い
く
か
な
ど
、
将
来
へ
の
展
望
を
探
る
た
め
に
開
催
さ
れ
、
１
４
０
人
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
広
文
明
准
教
授（
広
島
大
学
）、
中
橋
孝
博
教
授

（
九
州
大
学
）、
石
丸
恵
利
子
技
術
補
佐
員（
熊
本
大
学
）

が
、
遺
跡
群
の
概
要
や
縄
文
人
の
生
活
ぶ
り
な
ど
を
講

演
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
の
関
心
を
ひ
き
ま
し
た
。

　

な
が
の
村
自
治
振
興
会
の
宮
野
元
壮
会
長
た
ち
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、地
域
、大
学
、

行
政
が
連
携
し
協
議
会
を
設
け
る
な
ど
を
し
て
貴
重

な
遺
跡
群
を
活
用
し
、
地
域
活
性
化
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
を
行
う
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
細
川
卿
輔
さ
ん
（
小
野
）
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
細
川
さ
ん
は
教
育
愛
と
情

熱
を
も
っ
て
永
年
に
わ
た
り
学

校
教
育
の
充
実
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

在
職
中
、
力
を
注
が
れ
た
、

体
育
教
育
・
自
然
教
育
・
へ
き

地
教
育
、
特
に
体
育
教
育
に
お

い
て
そ
の
後
の
教
育
の
在
り
方

に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
そ

の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
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で
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秋
の
紅
葉
が
ま
さ
に
旬
の
11
月
10
日
、
帝
釈
峡
神
龍
湖
で
カ

ヤ
ッ
ク
試
乗
体
験
会
が
「
帝
釈
峡
広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

実
行
委
員
会
」
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
人
の
参
加

が
あ
り
、
湖
面
50
セ
ン
チ
の
視
界
に
広
が
る
雄
大
な
自
然
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
実
行
委
員
会
は
、
帝
釈
峡
と
そ

の
周
辺
の
資
源
を
活
用
し
た
体
験
・
交

流
・
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ニ
ュ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
帝

釈
峡
の
魅
力
創
出
の
た
め
こ
の
体
験
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
体
験
会
で
は
、
神
龍
湖
の
湖
面
に
浮
か
ぶ

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
み
ん
な
が
利
用
す
る
国
定
公
園
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で
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照
明
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備
等
を
購
入

　
町
お
こ
し
田
舎
芝
居
実
行
委
員
会
や
ま
な
み
劇
団
（
実
行

委
員
長�

木
野
山
孝
志
）
で
は
、
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
か
つ
ら
・
音
響
・
照
明
設
備
等
を
購
入

さ
れ
ま
し
た
。
10
月
21
日
に
は
地
元
で
披
露
さ
れ
、
新
調
さ

れ
た
か
つ
ら
を
身
に
ま
と
わ
れ
た
演
技
な
ど
に
、
来
場
者
か

ら
は
喜
び
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
劇
団
と
し
て
も｢

ま
す

ま
す
演
技
に
熱
が
入
る｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
や
ま
な
み
劇
団
は
今
後
も
芝
居
を
通
じ
た
町
お
こ
し
に
取

り
組
ま
れ
ま
す
。

　

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
と
宝
く
じ
事
業
の
普
及
宣
伝
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
の
団
体
へ
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○�感染者が使ったり，おう吐物が付いたものは，他のものと分けて洗
浄・消毒します。
○�食器などは，食後すぐ，塩素液に十分浸し，消毒します。
○�カーテン，衣類なども塩素液などで消毒します。
○�洗濯するときは，洗剤を入れた水の中で静かにもみ洗いし，十分す
すぎます。
　●�85℃で１分間以上の熱水洗濯や，塩素液による消毒が有効です。
　●�高温の乾燥機などを使用すると，殺菌効果は高まります。

○�患者のおう吐物やおむつなどは，次のような方法で，すみや
かに処理し，二次感染を防止しましょう。ノロウイルスは，
乾燥すると空中に漂い，口に入って感染することがあります。
　●�使い捨てのマスクやガウン，手袋などを着用します。
　●�ペーパータオルなどで静かに拭き取り，塩素消毒後，水
ぶきをします。

　●�拭き取ったおう吐物や手袋などは，ビニール袋に密閉して
廃棄します。その際，できればビニール袋の中で希釈した
塩素液に浸します。

　●�しぶきなどを吸い込まないようにします。
　●�終わったら，ていねいに手を洗います。

消 毒

処 理

食器・環境・リネン類などの

おう吐物などの
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